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ウイグル族の伝統医薬学及びその生薬












































































































































四元素 空 火 土 水
四体液 血液 黄胆液 黒胆液 粘液
気質 湿熱 乾熱 乾寒 湿寒











































































































名 称 分 類 定 義
1. M司unat 1. Hamiri 構成生薬の粉末に蜜（水砂糖，糖）を加えて膏状にした剤型






















































































剤型名IMajun I Sherbet I A明 J Habb I Malhaml Qursi 
パキスタン159 I 1s I 23 I 1 I 5 I 22 
ウイグル｜ 71 21 14 34 10 7 
今回のデータベースの仕事中，ウルムチ市にある
ウイグル医学病院生薬局から集められた168種の生
薬について検討した。
168種の中の 9種は鉱物性， 7種は動物性生薬で
マメ科，セリ科， ショウガ科，キク科， シソ科，ア
ブラナ科などに由来するものが多かった。また，植
物性生薬を用部別に見ると，種子や果実を用いるも
のが最も多く（約40%），一方地下部は約20%であり，
漢薬との相違をうかがわせた。
生薬の効能の記述を検討した結果，過剰な体液の
排池を促す，体液の流通を妨げる，阻塞を除く，体
液の流通を促して各臓器の機能を高めるといった体
液病理学説に基づく記述が多いことが明らかになっ
fこO
その168種の生薬のデータ整理に参考となった
1.気候と植物資源
ウイグル医学では多く生薬が処方されるが，そこ
で用いられる植物資源とその背景としての新彊の気
候条件について，ここで一言述べておく。
新彊は，太平洋から3,000km，大西洋から5,000
km，最も近いインド洋で約2,000km離れた，アジ
ア大陸の中央部に位置する。海洋から遠く離れてい
ることと，周囲の高山が障壁となっていることから，
湿気を含んだ気流の流入が非常に少ないため，典型
的な乾燥大陸性気候となっている。天山の南側の南
彊の年間降水量は非常に少なく， 5～80mm程度で
ある。北側の北彊は北太平洋や北極海から山間部を
縫って流れ込む気流の影響を受けて， 100～250mm
程度の雨量をもっ。また，降水量は標高によって異
なり，北彊で標高2,000～3,000mの地域に最も多く
なっている。雨量の少ない盆地のトゥルファンでは
年間lOmmにも満たない。地域と標高による降水量
の違いは，植生分布を決定し，年毎の降水量の多少
は植物の生長に大きな影響を与えている。降水量が
少ないことと並んで，日射量がきわめて多く，年間
蒸発量は北彊で1,500～2,300mm，南彊では2,000～
3,400mmiこ達する。このことは，植物の生育にとっ
て水が最大の制約要因であるということを示してい
る。しかし，水の供給さえ確保できれば，豊富な日
射量は新彊における植物資源の生育にとってプラス
材料である。
ウイクソレ医学の薬物は，植物性，鉱物性，動物性
薬物からなり， 80%以上は植物に由来するものであ
る。新彊の植物は3,400種類を数えるが，その中で
薬用植物は151科607属1,160種に及ぶ。その分布と
生長により，栽培と野生とに分類される。 440種が
畑や果樹園，庭，路傍などで栽培され， 720種が高
山，山麓，草原，砂漠，渓谷，水辺などに分布する
野生植物である。現在までに600種以上の薬用植物
が確認され，約360種が実際にウイグル医薬の中で
利用されている。その他， 140種は外国から輸入さ
れたもので，その内100種は中国内地から入ってき
たものである。
『ウイクeル医常用薬剤学』とパキスタンの『INDUS- 2.生薬及び生薬屋
YUNIC MEDICINE』の中の生薬名のデータを比 人類が生薬を自分たちの生活に役立てるようになっ
較したところ， 168種中145種の生薬名がパキスタン たのは，人々の間から生まれた知恵のようである。
のものと一致した。 古代どこでも伝統的医学は元来民間生薬から出発し
た。すなわち，人々は生薬を自家実験しながら医学
を見いだしていったとも言えよう。あるいは，それ
ぞれの民族集団は，独自に居住地域の薬物資源を利
用しながら，人間生活文化のーっとして伝承医療の
道を開いてきたと考えられるO
現在の全新彊には伝統的なウイグル医学病院のほ
かに，民間的な生薬を扱う独特の香が立ち込めた薬
物香料商店が各地に存在する。これは，中東アジア
のアッタールないしは薬種商店と同じもので，ホー
タンやカシュガルに盛んに見られる薬種商店は，ウ
イグル語で「ダ一ルワ一ル（Daral)J （「生薬屋」，
「くすり屋」）と呼ばれる。ウルムチでは薬種商店は
「80袋屋」という名称で知られてきた。
全新彊，とくに南彊のバザールにはそれぞれ特有
の匂いをもっ草，根，樹皮，木，種子，花，果実，
果皮，茎，動物性物質，鉱物性物質の類いがそれぞ
れ袋に入れられ，香料薬物商の店頭で売られている。
原型のまま今なお現役として売られているこれらの
薬物が店頭に所狭しと並べられている様は，いかに
も「生薬屋」（80袋屋）の名にふさわしい印象を与
える。
生薬屋（80袋屋）は，言うまでもなく生薬を売る
店であるが，単に薬を売るだけの場所ではない。客
は自分の体調に合わせて，時に店の主人にも相談し
ながら自分で生薬を選ぶ。この生薬屋は，薬種や生
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薬を扱うため，ウイグル伝統医薬学の中心的な存在
である。店には香味料も数多く，その中には歴史上
も薬物として用いられてきたと言われているものが
少なくない。「正倉院薬物」にも記載がみられる，
無食子，巴豆，大黄，蜜陀草，爵香，甘草， t消，
胡械なども売られている。店の扱う薬草，香料のほ
ぼ 3～4割は輸入である。薬物商は，国際的にきわ
めて広い範囲を舞台に展開してきた商売である。そ
れらの知識は，自然や政治，宗教などの障壁を乗り
越え，人々の交流の中で各地に伝播し，交錯し浸
透し合ってきた。シルクロードを介した活発な文化
交流のため，ウイクホル医薬には，漢方およびインド・
アラビア医薬の影響も見られる。今でも，アラビア
などの原産地名の呼称をもっ薬物が民間で、なれ親し
まれており，店で扱う生薬名にもアラビア語，ペル
シア語に由来するものが数多くある。これらの名称
や薬効は，先祖代々伝え継がれている。
生薬屋は，薬物商として扱われることが多く，店
の主人は医事法による医師や薬剤師の資格を持たな
い場合もあるし，反対に伝統的な医師として認めら
れ，先祖伝来の店を子孫に継がせるようなケースも
ある。「解放」以来， 1950～60年代頃，生薬業は自
治区衛生局の管轄下にあり，その後食品局の所属に
なったが，現在は衛生局の管轄下にもどっている。
